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私たちの時代の英語教育は中学校から始まった。小

学生の頃から言葉に興味のあった私は，英語に容易に

溶け込むことができた。１年生の教科書は Jack and
 

Bettyで，まだイギリス英語が中心だった。３年間で

習った先生の中では，Ｉ先生の授業が印象に残ってい

る。厳しいが，大変熱心な先生だった。高校に入学す

ると，学習する単語の数が急に増え，初めて英和辞典

を買った。三省堂の『クラウン英和辞典』である。高

校では，Ｔ先生とＫ先生が懐かしく思い出される。２

人からは積極性と英語のものの考え方を学んだ。高校

の３年間で，英語の授業が待ち遠しいと思うほど，私

は英語が好きになっていった。

大学進学時には，文学ではなく英語そのものを勉強

したかったので，外国語大学を選んだ。当時は「英語

学」という分野があるのをまだ知らなかった。

神戸市外国語大学（外国語学部 英米学科）に入学

し，１年生の時に小西友七先生の文法の授業を受けた

が，受験英語の知識を根底から覆される思いがした。

２年生の終わりにゼミ選択の時期になった時，私は

英語学のＯ先生のゼミを希望した。小西先生のゼミは

厳しいと聞いていたので，恐れをなして敬遠したので

ある。ところが，ある日，Ｏ先生から自宅に電話があ

り，「急に他大学に転出することになったので君のこ

とは小西先生に頼んでおいた」と言われた。これが第

１のターニング・ポイントである。

４年生になり，卒業後は高校の英語教師になるつも

りだったので，その年の６月に教育実習に出かけた。

ところが，実習が始まった３日目に倒れてしまい，入

院を余儀なくされた。２週間後には退院できたが，教

員免許は取れなくなってしまった。そこで，研究者に

なるためではなく，教員免許取得のために神戸外大大

学院に進学した。これが第２のターニング・ポイント

である。

大学院入学当時は変形生成文法の最盛期だったが，

私はどうしても馴染めず，それを避けるようにソシュ

ールの『一般言語学講義』や三浦つとむの『日本語は

どういう言語か』などの言語論の本を読んでいた。

そして，時が経ち大学院修了式の日となった。式の

後，修了生の何人かが小西先生の自宅に集められ，そ

の席で後に『英語基本動詞辞典』（研究社）となる辞

典の構想が初めて明かされた。私たちは協力を要請さ

れ，全員がこれを引き受けた。

当時の私は文法指向で，英語の実態には無関心であ

った。事実，アスペクトに関する修士論文には実例は

１例も出てこない。しかし，辞典作成の必要上，ペー

パーバックを読み始めて学校英語と実際の英語との間

にあるギャップに初めて気づいた。これがきっかけと

なり，私の興味は文法から語法へと移行していくこと

になる。これが第３のターニング・ポイントである。

この辞典は，５年で完成し，その後，『英語基本形容

詞・副詞辞典』『英語基本名詞辞典』（ともに研究社），

『現代英語語法辞典』（三省堂）と延べ30年に渡って私

は小西先生の下で辞典作りに没頭することになる。

この仕事を通じて私の語法観が確立し，そのお蔭で

単独の著書を何冊か上梓することができた。ここ10年

に限ると，『英語語法レファレンス』『英語語法詳解』

（ともに三省堂），『英語語法ライブラリ』（開拓社）が

世に出た。現在も，大修館書店の英和辞典や総合英語

を語法面からサポートする仕事が継続中である。

（かしの けんじ・大阪樟蔭女子大学名誉教授）
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次の学習指導要領はなかなかおもしろそうだ。

とても大きく変わるので，それに合わせていろい

ろ変えていくのはもちろん大変だけれど，生徒を

一生支える英語力を育てようと日々頑張っている

先生達にとっては背中を押してくれるようなポイ

ントがいくつもちりばめられている。ワクワクす

るようなところすらある。高等学校の学習指導要

領解説外国語編は現時点でまだ公示されていない

が，高等学校学習指導要領案（平成30年２月）と

学習指導要領改定に関する中教審答申（平成28年

12月），中学校学習指導要領（平成29年３月）及び

外国語編解説（平成29年７月）に基づいて，何が

どうおもしろそうなのかまとめてみたい。

■小・中・高一貫した領域毎の英語到達目標

今回の学習指導要領改定において，英語教育全

体に対して最も大きなインパクトをもたらすのは

何といっても小学校５年生・６年生での英語教科

化と小学校３年生からの外国語活動開始であろ

う。小学校でのこのとてつもない変化は当然のこ

とながら中高における英語教育も大きく変えるこ

とになる。高校入学以前に学ぶ内容が多くなり，

英語学習時間もこれまでより４年長くなるわけで

あるから，その影響（効果）は確実に高校英語教

育に及ぶと考えなければならない（例えば，仮定

法過去は中学で学ぶ文法事項となる）。

小学校中学年から高等学校卒業時までの英語教

育を体系的に捉えることができるように小・中・

高一貫した英語教育の到達目標が今回の学習指導

要領改訂に合わせて文部科学省から示されている

（中央教育審議会答申2016.12.21参考資料及び小学校

外国語説明会2017.9.21配布資料等）。この到達目標

の特徴は，聞くこと，話すこと（やり取り・発

表），読むこと，書くことの５領域に関して「生き

て働く」力を育てることをめざしていることとそ

れがCAN-DOの形で示されていることである。

このような形で小・中・高一貫の英語到達目標

が共有されることは，２つの点で意義深い。ま

ず，英語で身につけるのは単なる知識（語彙知

識・文法知識）ではなく，社会において問題解決

のために使うことのできる知識・技能だというこ

とである。「よりよい社会と幸福な人生の創り手

となる力」の一部として英語力をとらえることが

求められるのである。入試問題が解ければいい，

長文が読めればいいという偏った知識やスキルの

蓄積をめざすのではなく，英語が聞けて，話せ

て，読めて，書ける運用能力の育成をめざすこと

が英語教師の目標となる。これまでにも生徒の総

合的な英語力を伸ばすために授業を工夫し，労力

と時間をかけて一生褪せることのない英語力を育

ててきた英語教師は言うまでもなく数多くいる。

これからはそのような力を持った英語教師が主流

となるのである。「わかる」から「できる」に英語

教育の目標が今度こそ変わることが期待される。

小・中・高一貫した英語到達目標設定のもう１

つの意義は，小・中間そして中・高間における接

続がこれまでより意識されやすくなることであ

る。隣接する校種でどんな英語教育が行われてい

るのかにもっと興味・関心を持ち，円滑な接続に

対してお互いがもっと責任を持つ必要があると筆

者は感じている。小・中・高でつながる英語到達

目標をそれぞれの学校で英語教育に携わる教師が

2

これからの

村野井 仁

は

どう変わるか

指導要 英新学習

別記事

領で 教育

①

語

特
㎜2

↑

1

0Ｑ

↓

)8Ｑ

8

アキ：12Ｑ

(アキ：4

特別記事>



共有することによって児童生徒に切れ目や過度な

重複のない適切な英語指導を提供することが可能

になる。

■学習指導要領における外国語及び外国語活動の

「見方・考え方」

新学習指導要領では，各教科において物事を捉

える視点や考え方を「見方・考え方」として明確

にすることが求められている。各教科を学ぶ本質

的な意義の中核をなすものであり，教科の学習と

社会をつなぐもの，「深い学び」の鍵となるもの

とされている。

この点についても筆者はとても重要であると感

じている。なぜならこのことが英語という教科で

私たちが何を目指すべきなのかを考える機会を与

えてくれるからである。生徒達に単に単語や文法

を覚えさせ，英語を使えるようにすればいいとい

うことではないという当たり前のことについて，

もう一度立ち止まって考えることが求められてい

ると捉えたい。

中学校学習指導要領解説外国語編は「外国語に

よるコミュニケーションにおける見方・考え方」

を「外国語で表現し伝え合うため，外国語やその

背景にある文化を，社会や世界，他者との関わり

に着目して捉え，コミュニケーションを行う目的

や場面，状況に応じて，情報を整理しながら考え

などを形成し，再構築すること（p.10）」と説明

している。

社会や世界との関わりに着目してことばや文化

を捉えることは，社会に生きる私たちが直面して

いる問題やそれらの問題を乗り越えようとする

人々の努力や叡智について英語を通して深く学ぶ

ことである。教科書の題材を基にして，さまざま

な事柄に対する生徒達の視野を広げさせ，生徒達

が深く考え判断する機会を作ってきた教師にとっ

て，「見方・考え方」について考えることは，そ

のような指導が英語という教科にとり根本的に大

切なことであることを再確認する後押しとなる。

「他者との関わり」も重要なポイントである。

「英語話者」でもなく，「外国人」でもなく，「他

者」であるのも興味深い。相手のことを考え，対

話を進めることができるしなやかさ，寛容性を育

てることをめざしていると捉えたい。他者との違

いを尊重しながらなんとか対話を重ね，一緒に生

きていけるような柔軟な見方・考え方を育てるこ

とが，英語という教科の本質なのではないだろう

か。

「情報を整理しながら考えなどを形成し，再構

築すること」も外国語能力を支える大切な視点で

ある。情報を鵜呑みにせず，主体的かつ批判的に

精査し，情報に基づいて考えを深め，判断し，そ

れを他者との対話の中で生かし，さらに深いもの

にしていく姿勢はこれからの社会で生き抜くため

に極めて重要なものとなる。

■主体的・対話的で深い学び

いわゆるアクティブ・ラーニングの推進のため

に今回の学習指導要領改訂においてキーワードと

して使われているのが「主体的・対話的で深い学

び」である。もちろんこれは新しい概念ではな

い。外国語教育において学習者の自律性を重視

し，協働的な活動を多用することで学びを深めて

いくことはずいぶん前から多くの外国語教師が試

みてきていることである。「主体的・対話的で深

い学び」というキーワードが示されたことによっ

て，自律的学習，協働学習，アクティブ・ラーニ

ングなどこれまでばらばらに検討されてきたもの

が集約されて，議論しやすくなったと考えること

ができる。

生徒の見方・考え方までも変えうる深い学びを

授業の中で実現していく方法には様々なものがあ

りうると思われるが，プロジェクトを基盤とした

英語学習が「主体的・対話的で深い学び」を展開

する１つの枠組みになると筆者は考えている。例

えば，LGBTIQに関する理解を深め，多様な

人々が暮らしやすくなる社会を実現するためのプ

ロジェクトを計画・実行することを高校英語科目

のある単元の最終的なねらいとする。そのために
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は，まず，理解を深めるために現状に関する情報

を動画や文献など様々な資料から得なければなら

ない。情報を基に現状を変えるための方策を協働

的に考え，実行可能なプロジェクトを創造する。

何か意味のあるものを創造することを最終目標と

した学びのプロセスを通して，深い学びが主体

的・対話的に促されると期待することができる。

現行のコミュニケーション英語や英語表現の教

科書にもこのようなプロジェクトを促している教

科書は多数あるが，単元最後の「おまけ」のよう

な扱いになっていることが多い。「主体的・対話

的で深い学び」を真剣にめざすためには，プロジ

ェクトを単元のゴールとして設定し，本文や語

彙・文法はそこに至るために必要なパーツとして

扱うような教科書を作ることも可能であろう。生

徒の見方・考え方を育てるような深いテーマを内

容としてプロジェクト型の内容言語統合型学習

（CLIL／content and language integrated learning）

ができる教科書を生み出すこともできる。教科書

編集に携わる者の一人としては，ワクワクするよ

うなおもしろさである。

■外国語の目標

新学習指導要領では，「生きる力」としての資

質・能力が明確化され，その資質・能力として，

「知識・技能」，「思考力・判断力・表現力等」及

び「学びに向かう力・人間性等」３つが各教科の

目標に組み込まれる。高等学校学習指導要領案で

は，外国語科の目標は以下のように示されてい

る。

第１款 目標 外国語によるコミュニケーショ

ンにおける見方・考え方を働かせ，外国語に

よる聞くこと，読むこと，話すこと，書くこ

との言語活動及びこれらを結び付けた統合的

な言語活動を通して，情報や考えなどを的確

に理解したり適切に表現したり伝え合ったり

するコミュニケーションを図る資質・能力を

次のとおり育成することを目指す。

⑴ 外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の

働きなどの理解を深めるとともに，これらの

知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書

くことによる実際のコミュニケーションにお

いて，目的や場面，状況などに応じて適切に

活用できる技能を身に付けるようにする。

（知識・技能）

⑵ コミュニケーションを行う目的や場面，状

況などに応じて，日常的な話題や社会的な話

題について，外国語で情報や考えなどの概要

や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを

的確に理解したり，これらを活用して適切に

表現し合ったり伝え合ったりすることができ

る力を養う。（思考力・判断力・表現力等）

⑶ 外国語の背景にある文化に対する理解を深

め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮

しながら，主体的，自律的に外国語を用いて

コミュニケーションを図ろうとする態度を養

う。（学びに向かう力・人間性等）

現行学習指導要領の外国語の目標とは目標の立

て方が大きく異なっていることには正直戸惑いを

感じざるを得ない。観点別学習状況の評価をどの

ように行うのか，５つの領域の評価を３つの柱を

用いてどのように行うべきなのかなど，目標準拠

評価を行う上で整理し，解決すべき課題は数多く

ある。新学習指導要領では全教科共通で資質・能

力の３つの柱によって教科の目標及び内容が定め

られることになったと言われても，これまで作り

上げてきた評価の土台を大きく変えることへの不

安は大きい。

目標とそれに準拠すべき評価に関して不明な点

は多いものの，新学習指導要領が示す目標は英語

教育において児童生徒に身につけてほしい幅広い

知識・技能・姿勢を包摂するものとなっているこ

とに注目したい。他者への配慮・寛容さ，文化の

多様性の尊重，平和・国際貢献の精神など重要な

概念が今回の学習指導要領外国語編には含まれて

いる。さあ，どんな授業を展開してやろうかとワ

クワクしているのは筆者だけではないと思う。

（むらのい ひとし・東北学院大学文学部教授)
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いよいよ今年４月に入学する高校１年生が受験

期を迎える平成32年度よりセンター試験に代わる

大学入学共通テストが始まり，また英語の資格・

検定試験の本格的な利用も始まる。本稿では主に

資格・検定試験の利用がどのように高校と（主と

して国立）大学に影響を与えるか考えてみたい。

■資格・検定試験の利用方法

文部科学省が「大学入学共通テスト実施方針策

定に当たっての考え方」（H.29.7.13）の中で例と

して挙げている資格・検定試験の利用方法は，①

出願資格，②試験免除（みなし得点），③得点加

算，④総合判定の一要素の４つである。この４つ

の方法について考えられるメリット，デメリット

を以下に簡単に整理してみた。（○メリット ●デ

メリット）

①出願資格（一定基準以上のスコア保持者に出願資

格を与える方法）

○受験生は１度目の資格・検定試験で基準をクリ

アすれば２度目を受験しなくて済む

○わかりやすい。大学にとって入選作業が簡単

●高い基準に設定すると出願できない受験生が出

てしまう

●資格・検定試験における英語の学力差が入学者

選抜に反映されない

②試験免除・みなし得点（スコアを別の試験の満

点，あるいは一定の得点とみなす方法）

○いいスコアを持っていれば一定の得点が保障さ

れるので受験生の心理的負担が軽減される

●よりよいスコアを得るため資格・検定試験を２

回受験する受験生が増えて競争が過熱する

●資格・検定試験の受験機会に恵まれない受験生

には２回の受験は負担が大きい

●加算の対象となる試験（共通テストの英語の試

験）が実施されている期間のみ利用可能

③得点加算（一定基準以上のスコア保持者に別の試

験の得点の加点を行う方法）

○いいスコアを持っている受験生にとってアドバ

ンテージとなる

●よりよいスコアを得るため資格・検定試験を２

回受験する受験生が増えて競争が過熱する

●資格・検定試験の受験機会に恵まれない受験生

には２回の受験は負担が大きい

●加算の対象となる試験（共通テストの英語の試

験）が実施されている期間のみ利用可能

④総合判定の一要素

○●資格・検定試験のスコアが持つ入学者選抜へ

の影響力が小さくなる

●資格・検定試験のスコアがどのように活用され

ているのか受験生にわかりにくい

これ以外にも上記の方法をいくつか組み合わせ

る方法も考えられる。また各資格・検定試験のス

コアを一律に得点化して入学者選抜に利用すれば

異なった資格・検定試験の結果が数値化されるの

で入学者選抜の資料としては使いやすいが，以下

に述べるような問題点がある。

■資格・検定試験実施に関わる問題点

資格・検定試験の受験機会には地域的，経済的

格差があり，また異なった目的で開発・実施され

た別々の試験の得点を段階別評価で入学選抜に使

うことが果たして妥当なのかという疑問点もしば
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しば指摘されている。

現在，全国で50万人以上が受験するセンター試

験でさえ，受験会場が遠く，公共交通機関が十分

に整っていない地域では高校でバスをチャーター

して生徒を会場まで送ったり，また日帰りでの往

復が難しい場合には宿舎を予約して教員が引率し

ていくなどが行われている。こういった地域では

資格・検定試験の受験のためにも同様の，あるい

はそれ以上の対応が必要になり，労力だけでな

く，費用負担もばかにならない。自治体や高校・

大学が協力して，地元の高校や大学を会場として

の団体受験の機会を増やすなどの方法も検討すべ

きであると考える。２点目の問題点だが，大学入

試センターが資格・検定試験の実施主体に求める

要件として学習指導要領との整合性が図られてい

ることをあげているので，高校の授業とあまりに

かけ離れた内容の試験が認定されるとは考えにく

い。しかし異なった目的で開発・実施された試験

なので，素材文や試験内容，形式などは様々であ

る。逆に言えばそのように多種多様な試験だから

こそ，個々の得点ではなく段階別評価での扱いが

望ましいとも考えられる。留学希望者の英語力を

計る試験の94点と6.5点，それに日本の大学入学

希望者の英語力を計る試験の1250点を比較して入

学選抜の資料として使うという発想は相当強引な

ことである。資格・検定試験のスコアは，受験生

が最低限の４技能型の英語力があることを証明す

るエビデンスとしてのみ利用する程度の位置づけ

が適しているのではないだろうか。

■受験生の志望校選定プロセスへの影響

以下にこの先，実際には起きてほしくない最悪

のシナリオを紹介したい。

Ａ大学では，数年間様子を見る予定で資格・検定

試験の低めのスコア（例えば英検準２級程度）を出願

資格として利用することにした。一方Ｂ大学とＣ大

学では資格・検定試験の成績を重視してＢ大学では

英検２級相当以上のスコアを持っている受験生には

スコアに応じてみなし得点を与えることにし，Ｃ大

学では英検準１級相当以上のスコアを持っている受

験生にスコアに応じて加点することにした。さてこ

こにＡ大学，Ｂ大学，Ｃ大学のどこかに出願しよう

と迷っている受験生たちがいるとする。彼らの中で

英検準１級以上のスコアを持っている受験生はＢ大

学かＣ大学に出願する確率が高くなる。Ａ大学では

彼らの持っている準１級（以上）というスコアがアド

バンテージにならないが，Ｂ大学，Ｃ大学では評価

されるからである。そして同様の理由で２級を持っ

ている受験生の多くがＢ大学を志望することになる。

英検準２級相当までのスコアしか取れなかった受験

生はＡ大学を志望する確率が高くなる。彼らの持っ

ている低いスコアが不利にならず，スコア上位者と

対等の条件で入試に臨めるからである。その結果，

Ａ大学にはスコアの低い受験生が集まり，高い受験

生はＢ大学，Ｃ大学に集まることになる。また模試

の成績が不安定でセンター試験本番でどのくらいの

点がとれるか不安に思っている受験生は，みなし得

点が保証されるＢ大学に多く出願する。Ｃ大学の加

点に魅力を感じても，当日失敗して加点分を上回る

失点をする可能性もあるからである。他の大学の様

子を見ていて最後に利用方式を決定したＤ大学が登

場し，英検２級相当以上に与えるみなし得点を他の

大学より少し高めに設定すると多くの受験生がＤ大

学に流れる結果となった。

このような大学間の競争も志望校決定のプロセ

スも決して望ましいものではない。もちろん資

格・検定試験の扱い方に影響されずに自分の学び

たいことを学べることを優先して第１志望校を決

める受験生もたくさんいることだろう。しかしい

くつかの志望校で迷っている受験生や，家庭の事

情等でどうしても現役で合格しなくてはならない

状況にある受験生にとって資格・検定試験の扱い

方は非常に重要な要素となりうるのである。

■国立大学協会の基本方針

「平成32年度以降の国立大学の入学者選抜制

度－国立大学協会の基本方針－」（H.29.11.10）

では，資格・検定試験を「一般選抜の全受験生に
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課すとともに，平成35年度までは，センターの新

テストにおいて実施される英語試験を併せて課す

こととし，それらの結果を入学者選抜に活用す

る。」とし，国立大として一致して両方の試験を

入学者選抜に使う姿勢を明確にした。各大学がば

らばらな対応を取り始めてしまったら受験生や高

校に混乱を招き，また後から制約を設けることも

難しくなるので国立大学として初めから足並みを

そろえようという判断であろう。また英語の資

格・検定試験及び記述式問題（国語・数学）の結

果（段階別成績表示）の具体的な活用方法につい

ては，「受験生に対する配慮の観点から，国立大

学共通のガイドラインを別に定める。」とし，利

用の仕方の指針を年度内に示すことにしている

（本原稿執筆時は未発表）。「併せて課す」というの

がどのようなやり方まで許容するものなのかによ

っては各大学の利用方法の選択の余地はまだ多く

ある。国大協ではどの程度利用方法を統一するの

かについても議論するようなので，各大学ではそ

の結果を待って本格的な検討を始めることになる

であろう。国大協の方針は法的な拘束力を持つも

のではないが，実施にあたってのガイドラインと

しての影響力は小さくない。

■高校の英語教育への影響

資格・検定試験ではテーマに沿った英文を書か

せる，いわゆる自由英作文も出題されている。こ

の出題形式はマークシート方式のセンター試験で

は出題できないため，現在では個別試験で出題さ

れている。つまり現状では受験者は個別試験の実

施日である２月末までに自由英作文の対策を済ま

せておけばよいのであるが，共通テスト以降は資

格・検定試験の受験時までに自由英作文に対して

の対策をしておかなくてはならなくなる。ともす

ればスピーキングの導入にばかり目が向きがちで

あるが，ライティングの指導に関しては高校３年

生の前期までに自由英作文対策を終えておかなく

てはならないというのは，多くの高校にとって指

導計画の相当な前倒しを必要とする変化である。

そしてやはり最も大きな影響は今までの大学入

試ではほとんど問われてこなかったスピーキング

の指導であろう。しかし資格・検定試験の利用は

何年も前から話題になっていることでもあり，ま

たアクティブラーニングなどの授業改革が高校現

場で進んできているので，実際にはすでにスピー

キング対策も考慮に入れた方向で授業の改革が進

んでいるところも多い。「授業は英語で行うこと

を基本とする」と明示された学習指導要領

（H.21.3告示）が発表されて以降，多くの高校で

授業内容は少しずつ変化してきている。しかし評

価に関しては他の３技能のように一斉に試験を行

って後で採点するということができないために苦

労している教員も多い。今後は外人講師の派遣や

少人数授業の拡大などの行政のサポートの拡大が

不可欠であろう。高校入試の段階においても，東

京都では平成31年度以降のスピーキングテストの

実施を計画している。大阪府，福井県では資格・

検定試験のスコアを高校入試に利用することがす

でに始まっており，今後同様の動きは全国に広が

っていくと思われる。高校と大学のそれぞれの入

試で４技能型の試験が一般化することで，高校の

授業でのスピーキングの指導はさらに重視される

ようになるであろう。また高校の授業が資格・検

定試験対策を主眼にするような影響を受けるので

はないかという懸念も耳にする。入学者選抜にお

ける資格・検定試験のウエイトが大きくなればな

るほどそのような影響を受ける可能性も出てくる

であろう。資格・検定試験が必要以上に重視され

ないためにも，高いスコアを持った受験生を優遇

するなどの措置を取ることで学部・学科の特性に

合った学生を確保する試みは，AOや推薦などの

総合型選抜・学校推薦型選抜に限り，一般選抜で

はスコアを最低限の出願資格として利用すること

にしてはいかがだろうか。それでも十分英語教育

への波及効果が見込め，高校でも大学においても

４技能のバランスのとれた英語教育は進行してい

くと思うのだが。

（はたの しんいち・東北大学特任教授)
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英語の４技能のバランスの取れた涵養を目指し

ながら，将来国際的に活躍することになる高校生

の思索にふさわしい材料を英文で提供するのが，

初版以来の Genius English Communicationシリ

ーズ（以下，GEC シリーズ）の特徴です。Genius
 

English Communication III Revised（以下，

GEC III）では，初版発行からわずか３年の間と

はいえ，小さくない変化のあった内外の状況を反

映すべく，本課については３つのLessonを差し

替え，１つのLessonでは取り上げる人物の差し

替えを行いました。またRead On!についても４

つ，差し替えを行っています。以下，今回新しく

入った内容を簡単に紹介いたします。

◆生徒の視野を広げる読みごたえのある教材

多文化共生は GEC シリーズで一貫して大切に

しているテーマのひとつです。Lesson 1 Van-

couver Asahi:The Road to Inclusionsでは，外

地に出た日本人が現実に経験した多文化共生まで

の道のりを取り上げました。バンクーバーの日系

移民が創設した野球チームが，白人選手・審判・

観客からの差別を受けながらも，日本人ならでは

の戦法を用いることでアマチュア・リーグにおい

て頭角を現していったこと，白人審判の誤審に白

人ファンからの抗議も引き起こすような，人種を

問わず全ての野球ファンに愛されるチームへと育

っていったこと，第二次大戦の勃発に伴いチーム

は解散を余儀なくされたが，野球が収用所に送ら

れた日系人と他のカナダ人との間の和睦の手段と

なったことを，平易な文章で追ったものです。本

Lessonでの学びは，差別を受ける中でもなお自

らの文化中の良きものを保つことで渡った先の

人々の尊敬を得るに至った日本人について学びな

がら，日本人としてのアイデンティティを改めて

確認することにつながるでしょう。と同時に，ま

すます多くの海外出身者を隣人として迎えること

になるだろう現在の日本の高校生に，移民として

住むことの困難さや共生の作法について，是非と

も思いを馳せてもらえればと思います。

科学技術の分野では，認知科学の発展と相まっ

て，AI（Artificial Intelligence）が大きな関心を

呼んでいます。2016年３月，AIと碁の世界チャ

ンピオンが対局し，世界チャンピオンが敗れると

いう出来事がありました。この出来事から書き起

こし，AIが人類にもたらす正負双方の可能性を

論じるのが，Lesson 2 Artificial Intelligence:Is
 

It a Blessing or a Curse?です。より的確な医療

診断，自動車の自動運転，といった形でAIへの

期待が高まる一方，AIが人間の知能に匹敵し得

た場合，これまで人間だけができる仕事とされた

領域をAIに侵食されないか，そもそも人間の人

間らしさをどこに求めればよいのか，についての

議論を，極力専門用語を避けた文章で紹介してい

ます。科学技術論として読むこともできますし人

間論として読むこともできる文章ですので，文系

理系の別を問わず，生徒達には興味を持ってもら

えるでしょう。

改訂版の本書が最初に生徒の手に取られるのは

2019年であり，翌年の東京オリンピック・パラリ

ンピックへの機運も大いに高まっているものと予
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想されます。Lesson 8では，初版と同様パラリ

ンピックの誕生の経緯を扱いながら，Part 4で，

パラリンピックでの活躍が期待されるスポーツ選

手として，プロ車いすテニス選手・国枝慎吾氏を

取り上げました。同課に呼応するRead On!8で

は，「オリンピック・トリヴィア」的に，かつて

行われた事がある，しかし今日の時点から見ると

笑ってしまうかもしれないような，オリンピック

競技を紹介しています。１つ１つが短く，またウ

ィットの利いた文章で書かれているので，肩の力

を抜いて読むことができるでしょう。

GEC シリーズ全体の最終課となるLesson 10

は，「世界一貧しい大統領」と呼ばれるウルグア

イの元大統領ホセ・ムヒカ氏を取り上げました。

2012年ブラジル・リオデジャネイロで行われた

『国連持続可能な開発会議』の席で行った氏の演

説，および訪日時のインタビューの言葉も引きつ

つ，富や権力からの自由を体現した氏の生き方，

また経済第一主義の袋小路に陥ったように見える

日本人への氏のメッセージを紹介します。世界に

生きる全ての人々，また各人にとり「持続可能」

な幸せとはどんなものかを考えさせる，個人・社

会双方にとっての「幸福論」であり，GEC シリ

ーズ全体の冒頭，GEC I,Lesson 1 A Village of
 

One Hundredと対をなすものです。そしてこの

「世界一貧しい」大統領が求めるオルタナティヴ

な生き方への，豊かで強い国のリーダーからの応

答として，今回Read On!10で取り上げたオバマ

前米国大統領の広島・平和記念公園におけるスピ

ーチ（抜粋）を読んでみてはいかがでしょうか。

人間にとって恩恵とも呪いともなり得る科学の力

から思索をはじめ，人間の内にある悪への傾きを

指摘し，同時に自らの率いる国が超大国として軍

事力を恃んできた，また今もなお恃む現実を認め

ながら，なお自由・平和といった理念に信を置く

意志を，この演説は格調高い英語で表明していま

す。いずれ世界を率いる地位についてもおかしく

ない若者に，是非とも読み考えてもらいたい演説

です。

今回，レイアウトについても若干改変しまし

た。英語の文章の形式・内容上のまとまりの単位

としてのパララグラフについてより生徒が意識で

きるよう，改訂版では各パラグラフに番号を付し

たのが，最も大きな改変です。加えて，初版では

脚注に示していた新語および成句表現（Expres-

sions）は，全て傍注とし，英文を読む際の目の

動きが本文の流れを追うことに集中する一助とな

るようにしました。これに合わせ，成句表現の例

文は，Lessonの最後にまとめて示しております。

◆卒業後も使える英語運用力をめざして

高校３年生ともなれば，多くの生徒の直近の目

標は大学入試かと思われます。シリーズ最終巻と

して GEC III もこの点を考慮に入れていますが，

今回の改訂にあたっても，初版同様，本書で学ん

だ生徒達が高校卒業後，入学試験に限らずより高

いレベルで能動的に英語を使用していく準備とな

ることを，第一に考えました。能動的に英語を使

用するというと，まずは日常的な口頭でのout-

putが想像されますが，身近な所ではe-mail等

での通信，フォーマルな場面では論文執筆あるい

は職場での文書作成という形で，書き言葉での

outputが求められる場面も存外多いはずです。

Comprehensionでは択一式ではない自由回答の

形の問題を含み，Communication Activitiesで

は GEC I・GEC II に引き続きConcept Mapを

埋めることから出発し150-200wordsの長さの要

約を英語で書く課題を用意しています。さらに

Exercisesでも，本課の内容をより一般化したテ

ーマの下にエッセーを書くことを求める本書は，

入学試験の場面を超えて求められるフォーマルな

英語でのoutputの力を鍛えるのに，格好の教材

です。GEC III での学びが自ずと大学入学のた

めの，また大学入学後の英語を通じた学びの，準

備となると確信しております。

（にしかわ けんせい・神戸市外国語大学教授)
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「コミュニケーション英語Ⅲ」教科書の

Genius English Communication III Revisedは，

Geniusコミュニケーション英語シリーズを締め

くくる教科書として，Genius I, II で培った力を

さらに伸ばし，高校卒業後の進路を見据えなが

ら，英語を「実際に活用する」ことを意識した内

容構成としました。Geniusシリーズ全体の特色

も交えながら，今回の改訂のポイントをご紹介し

ます。

◆「世界をより深く考える」視点を身につける教材

Genius I, II, III 全体を貫く考え・ねらいは，

生徒が「地球村」の住民のひとりとして，世界全

体の課題を自分たちの問題として考える視点を身

につけることです。

現代に生きる高校生にとって重要なテーマを選

び，そのテーマについて I～IIIを通してさまざ

まな観点から考える教材を配置して，多面的な視

点を身につけられるようにしました。Iの最初の

レッスンLesson 1 A Village of One Hundredか

ら IIIの最後のLesson 10 The“Poorest”Presi-

dent in the Worldまで，身近な話題から始まっ

て，最後は世界全体を見渡すグローバルな視点を

身につけることを目指しています。シリーズ全体

で扱った主なテーマは次ページにまとめました。

Genius III 改訂版で新しくなった教材は，

Lessonで３つ，Read On!で３つです。それらの

詳しい内容や教材選択の観点などについては，編

集委員の西川健誠先生の記事（12～13ページ）を

ご覧ください。

◆さまざまな読み方に対応した紙面レイアウト

４技能を統合した活動を重視している Genius

シリーズですが，Genius III については３年間

の高校英語の仕上げとして，「実践的な読む力」

を身につける手助けとなるよう紙面構成を変更し

ました。まず大きな変更としては，判型をB5変

型判からB5判正寸に変更し，見開きで２パート

分の英文を収めるようにしました。レッスン全体

を通して読む速読にも，パートで区切りながらの

精読にも，どちらにも対応できる構成です。ま

た，パラグラフ間の関係をつかみながらの読解が

しやすいよう，パラグラフ番号を付しました。

内容理解を確認する設問はレッスンの最後にま

とめ，リスニングによるTrue or Falseと英問英

答の他に，選択式の問題も用意しました。

◆４技能をバランスよく育成する活動の数々

Genius I, II と同様，コンセプト・マップを使

った口頭での要約活動，英文サマリーの作成，読

んだ内容について話し合うDiscussion，関連し

たテーマの調べ活動Projectも用意し，４技能を

バランスよく育成できる構成となっています。ま

た，Genius III にはそれらに加え，レッスンの

内容に関連したテーマについて，100～150語のま

とまった英文を書くエッセイ・ライティングの課

題も用意しています。今後４技能型へ変わってい

く大学入試へも，特別な教材を追加することな

く，教科書だけで対応できるのが，Geniusシリ

ーズの大きな強みです。

10
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◆ Genius I, II, IIIで取り上げた主なテーマと教材

11

世界情勢

I：L1 A Village of One Hundred（「100人

の村」から見た世界）

III：L10 The “Poorest”President in the
 

World（持続可能な社会とは）

科学

I：L6 Willpower and Sleep（睡眠の科学)

II：L8 Emotions Gone Wild（動物の感情)

III：L2 Artificial Intelligence: Is It a
 

Blessing or a Curse?（AIの発展と未来）

III：L7 What Are Stem Cells?（iPS細胞と

今後の医療）

日本の文化

I：L2 More Than Just a Piece of Cloth

（風呂敷）

II：L5 The World of Miyazawa Kenji Is
 

Our World（宮沢賢治の世界観）

III：L4 Quest for Traditional Colors（染

織家・吉岡幸雄）

スポーツ

I：L7 Mother of Women’s Judo（女子柔

道の母）

II：L2

echnolo

 

in Malawi（運動会を通じ

た国際交流）

III：L8 Paralympic Games（パラリンピッ

クの歴史）

世界の課題

I：L8 Water Crisis（水問題）

I：L9 Coffee and Fair Trade（フェアト

レード）

III：L9 How to Feed the World in 2050

（食糧問題）

教育・進路

I：L3 I Am Malala（教育の重要性）

II：L9 Justice with Michael Sandel:What’s
 

the Right Thing to Do?（対話による授業）

III：L5 Practical Wisdom:What it Takes to
 

Be Good at Work（仕事に求められる心構え）

平和・国際理解

I：L10 Life in a Jar（ユダヤ人の子どもを

救った女性）

II：L4 Ahmed’s Gift of Life（イスラエ

ル－パレスチナ問題）

III：L1 Vancouver Asahi:The Road to
 

Inclusion（カナダの日系移民）

環境問題

I：L4 Borneo’s Moment of Truth（ボル

ネオの熱帯雨林）

II：L3 Nature T

革）

Islan

 

gy（自然を生かし

た科学技術）

III：L3 The  d（デンマd in the Win

のエネルギ

ー

ク 改ー

od  i ka Un



 

Compass III Revisedが完成し，シリーズ全３

巻が揃いました。I，II，III各レベルに応じた英

文の量や難易度の調整，題材，言語活動，レイア

ウト，挿絵・写真，ポストリーディング活動の見

直しなど，Compassをお使いいただいている先

生方の声を取り入れた改訂で，さらに使いやすい

教科書へと進化しました。４技能（５領域）の育

成をより重視する新学習指導要領を見据え，改訂

版 Compassに込めた願いと活用のヒントをお伝

えしたいと思います。

◆対話と笑顔を促すトピックと挿絵（写真）

対話のある授業には自然に笑顔が溢れます。そ

して，対話と笑顔のある授業は生徒同士の人間関

係づくりや主体的に学ぶ意欲の育成，学習事項の

定着に大きな効果があります。Compassは幅広

い題材を扱いながらも，生徒の日常生活と関連づ

けやすい題材を精選し，各課，パートに印象的な

挿絵やカラー写真を載せています。これらを活用

して，See-Think-Wonder（何が見えるか，どう

思うか，どんな疑問を思い浮かべるかを聞く活動）

や，Think-Pair-Share（質問についてまず１人で

考え，次にペアで話し合い，最後に全体でシェアす

る活動）などを行うことで，生徒が始終下を向い

ているのではなく，顔を上げて英語を話す機会を

増やすことができます。

Compass III  Revisedでは，Personal Space

（Unit 2 Lesson 6）に関する題材が新たに加わり，

「混み合ったエレベーターの中で人はどう行動す

るか」といった，日常生活に関連深くしかも人間

の心理という普遍的なトピックを扱っています。

また，笑いの効用を扱ったLaughter is the Best
 

Medicine（Unit 3 Lesson 1）には，思わず微笑ん

でしまいそうな写真が載っており，授業で They
 

look so happy! Do you think animals laugh?な

どと生徒に話しかけたくなります。

◆英語での授業を行いやすい構成と本文

「授業を英語で行う」ことの大きな効用は，生

徒が教室で英語を使う場面を増やし，一字一句日

本語に置き換えて考える癖をなくすことにつなが

るという点です。ただそうは言っても，全く日本

語を使わなくてよいのか，生徒に英文の内容をし

っかり理解させるには具体的にどうするのか，限

られた時間でどう自己表現活動をするのか，など

教える側の悩みは尽きません。

Compass Revisedでは，こうした悩みに応え

られるよう，理想論ではなく，先生，生徒の双方

にとって取り組みやすく，シンプルでわかりやす

い内容確認クイズや言語活動を適切に配列し，英

語を使いながらでも無理なく授業が進められるよ

うになっています。例えば，Compass I, II
 

Revisedでは，各パートを見開き構成にし，

Answer it!をはじめとした言語活動を本文の右

側に配置して，各レッスンの最後には生徒が取り

12
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組みやすいT/Fクイズやイラストを

使った文法演習を用意しています。

Compass III Revisedでは，４技

能の能力を高めながら論理的思考力

と英文を読み取る力が身につくよ

う，Unit 1ではリーディング・ス

トラテジーを，Unit 2ではパラグ

ラフの要点と英文全体の論理構造

を，Unit 3では長文を読む力を段

階的に身につけられるようになって

います。特にUnit 1では，英語に

よる内容理解設問だけでなく日本語

による内容整理チャートもあり，英

語でのやりとりに加え，生徒に自分

の言葉で理解した内容を日本語で説明させたり，

日本語のチャートを見ながら英語で概要を話させ

たりすることなどを通して，和訳に頼らず考えな

がら英語を使う授業づくりを支援します。

Compass I, II, III Revisedのテキスト本文は，

日本での指導経験豊富な２人のネイティブ・スピ

ーカーがリライトや書き下ろしを担当しており，

日本人著者と議論を重ねながら作成しています。

必要以上に難解な英文は避け，生徒が自己表現の

ためのお手本として安心して使える活用頻度の高

い現代的な英語表現の宝庫となっています。

◆パフォーマンス評価に役立つ言語活動

今後ますます求められる４技能（５領域）の育

成に向け，特に話すこと，書くことに関する指導

と評価が課題となっています。生徒の進路やニー

ズに応じて到達目標を設定し，計画的にパフォー

マンス評価を実施することは大変な労力を必要と

しますが，大がかりなものを年に１回実施するよ

り，簡単にできる評価を複数回実施する方が生徒

の学習への波及効果が大きいかもしれません。

Compass I, II  Revisedの各レッスン最後の

Enjoy Communicationには，話したり書いたり

する簡単なタスクが，Compass III のUnit 2の

各レッスンにも，Further Practice Cで話す，書

くことに関する自己表現活動があります。こうし

た比較的短時間でできる活動を参考にパフォーマ

ンス評価をするのもひとつの方法です。

◆現場の負担を軽減する補助資料

多忙な校務の中で授業の準備をしなければなら

ない先生方の一助となるよう，Compassシリー

ズには，生徒用『学習ノート』や教師用『情報資

料集』をはじめ，多様なデジタル資料が用意され

ています。既製の教材を活用することで，授業の

組み立てを考えたり生徒と過ごしたりする時間を

捻出することに少しでも役立てば幸いです。

＊ ＊ ＊

新学習指導要領では，４技能（５領域）にわた

る外国語によるコミュニケーション能力ととも

に，他者への配慮や主体的に学びに向かう姿勢を

養うことが求められます。Compass Revisedシ

リーズが，将来に向けて生き生きと学ぼうとする

生徒と，生徒たちの学びを温かい心で支援する先

生方の役に立つことができれば，著者・編集者一

同，これ以上の喜びはありません。

（えはら よしあき・神奈川県立国際言語文化アカデミア教授)
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Compass III Unit 1（Lesson 4)
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2020年度の大学入試では，センター試験に代わ

る大学入試共通テストの英語で，現行のマークシ

ート方式の問題に加えて民間の４技能試験を受験

生に課すことが，国立大学協会（国大協）から正

式発表されました。それに先立ち，すでに国立大

学だけでなく私立大学でも，外部試験のスコアを

外国語の得点としたり，出願資格としたりする選

抜方式を設定しているところが増えてきていま

す。これまでも，「CAN-DOリスト」の形での

学習到達目標に基づく指導・評価が求められるな

か，４技能を育てる授業やテスト（主としてパフ

ォーマンステスト）のあり方がさまざまな場面で

議論されてきました。大学入試の改革を受け，高

校現場には，今後ますます４技能の効果的な育成

と適切な評価が求められると思います。

そこでここでは，改訂版が出揃った Compass
 

English Communication I,II,III Revisedを使っ

て，どのような４技能の指導とテスト設計（定期

テストおよびパフォーマンステスト）ができるかと

いうことについて考えてみたいと思います。

◆「聞くこと」の指導とテスト

Compass I～III に共通したリスニングタスク

としては，各レッスンの終わりにある“Review
 

A”があります。これはステートメントを聞い

て，すでに読解した教科書英文の内容と合ってい

るかどうかを判断するものですが，読む前に，

Compass II のコラム“Follow the Compass①

Listening”のページで紹介されているキーワー

ドの聞き取りのような簡単なリスニングタスクに

取り組ませれば，すべてのパートでリスニングス

キルの訓練が無理なくできるでしょう。Compass
 

I, II のテキスト欄外の“Sound”の語の発音や

「つながる」「消える」「変わる」といった音変化

を含む文を取りだして音読練習をすることも，発

音への注意を促すのに効果的な指導です。Com-

pass III には，“Further Practice B”として，

教科書本文そのものではなくトピックに関連した

内容のリスニングタスクが用意されています。こ

れらの教科書教材を使って，日常的にスキルの訓

練を積み上げていけば，初めて聞くテキストを使

ったリスニングテストを定期テストに出題するこ

とができるでしょう。

◆「読むこと」の指導とテスト

Compass I, II では，読解活動として，各パー

トの段落の要点を確認する“Answer it!”と，１

レッスンの内容理解をさまざまな形式のタスクで

確認する“Review B（およびＣ）”が設定されて

います。Compass III では，Unit 1の各レッスン

で内容理解に必要なリーディングスキルやストラ

テジーを確認し，Unit 2以降のタスク（Compre-

hension）でそれを使ってみるという流れになっ

ています。タスクは英文の要点・概要，論理展

開，出来事の順序などを読み取るもので，入試問

題の形式を意識したものになっています（Unit 2

にはポストリーディングの“Review B”も設定され

ています）。基本的に，リーディングのテストは，

既習テキストによる「暗記テスト」ではなく，初

見のテキストを使ってスキルの習得を確認するも

のであるべきですが，それには，Compass II の

“Follow the Compass③ Reading”や Compass
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III Unit 1および“Column”で提示されている

ようなリーディングのサブスキル（何を読み取る

べきか）やリーディングストラテジー（どう読む

べきか）について早いうちから指導することが前

提となります。教科書英文で練習し，定期テスト

（初見テキスト）で腕試しをさせる，というプロセ

スで真のリーディングスキルを育てることができ

るのではないかと思います。

◆「話すこと」の指導とテスト

「話すこと」に関わる活動として，Compass I,

II には，各パートの文法項目や表現を口頭で使

ってみる“Use it!”に加えて，レッスン末の

“Enjoy Communication”が あります。また

Compass II の“Follow the Compass① Speak-

ing”で話す力向上のためのコツを扱っています。

また，Teacher’s Manualには，レッスンごとに

“Enjoy Communication”やトピックに関連した

パフォーマンステストの例とその評価方法（ルー

ブリック）が準備されているので，前後の指導を

考えながらそのスピーキングテストを適宜利用す

れば，話す力の形成的評価ができるでしょう。

Compass III では，Unit 2各レッスン後の“Fur-

ther Practice C”がスピーキング活動に充てられ

ています。継続的にスピーキングスキルを伸ばす

ためには，帯活動やプレリーディング／ポストリ

ーディングの活動として日常的に英語を話す場を

設定し，言語リソースを蓄積・確認させ，英語の

発話に慣れさせることが大切でしょう。当然のこ

とながら，話す力は実際に話させてみないと測る

ことができないので，指導・練習に基づいたパフ

ォーマンステストを，適切なフィードバックを与

えながら，複数回実施することが必要です。

◆「書くこと」の指導とテスト

Compass I,II では“Enjoy Communication”

に，Compass III では“Further Practice C”

に，まとまった自由作文や要約文を書く活動が設

定されています。「英語表現Ⅰ・Ⅱ」を併修する

場合でも，コミュニケーション英語で数文～１パ

ラグラフ程度のライティングをポストリーディン

グ活動などで継続的に行うことで，書くことに対

する抵抗感がなくなり，より長くまとまった英作

文のための基礎力が身につくと思います。“Fol-

low the Compass④ Writing”（Compass II）で

も，１パラグラフまでの段階的なライティングを

扱っています。書く力もまた，実際に書かせてみ

ないとその測定はできません。Compass I, II の

Teacher’s Manualにあるライティングテスト

（評価ルーブリックつき）を活用するなどして，定

期テストの一部として，または独立したパフォー

マンステストとして，継続的，形成的に書く力の

評価をしていくことが，４技能試験の導入に備え

てますます重要になってくるでしょう。

◆「語彙・文法」のテスト

技能重視の指導が求められているなか，それを

支える言語知識である語彙・文法の適切な指導と

評価はやはり不可欠でしょう。Compass English
 

Communicationのシリーズでは，語彙・文法に

ついては一貫して，イラストや例文などにより使

用場面を明示して扱っています。定期テストなど

でも，会話仕立てにするなど，使われる状況を設

定した出題をすることで，テストそのものが，そ

の時限りの測定ツールとしての役割を超えて，習

得に寄与するひとつの機会となるでしょう。

＊ ＊ ＊

よいテストの要素の１つとして「波及効果の高

さ」が挙げられます。質のよいテストは，質のよ

い学習を促します。教科書および周辺教材のねら

いや効果を十分に吟味し最大限に活用しながら，

４技能をバランスよく伸ばす授業を展開し，診断

力が高くさらなる学習につながるテストを実施す

ることが，今あらためて求められていると思いま

す。

（むらこし りょうじ・

神奈川県立国際言語文化アカデミア講師)
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◆「英語表現」は表現力を伸ばしているか？

「コミュニケーションを支えるための文法」指

導が求められる中，「英語表現」の授業はコミュ

ニケーション能力を伸ばすという点においてまだ

まだ改善の余地があるように思われます。

「英語表現」の授業が文法の学習と結びつくの

は必然のことです。授業では，文法規則を教師が

テキストや総合参考書を使って解説をしたり，生

徒自らに学習させたりして理解させます。続いて

例文の音読などでそれを暗記させたり，演習問題

を解かせたりするという手順で，その形式に習熟

させます。その後は，その文法事項を使った表現

活動をさせることが一般的です。

このようなPresentation-Practice-Produc-

tionというプロセスはどれも大切ですが，そう

した手順を踏んで丁寧に指導しているつもりで

も，生徒たちが文法的に正しい英文を書いたり話

したりできるようになることはかなり難しいのが

実情です。それを改善するには次の３点が肝要と

考えます。

まず１点目は，個々の文法項目が持つ形式と意

味を説明するだけでなく，それがどのような場面

でどのような意図や心理を表すために使われるの

かという，言語の使用場面と機能をしっかりと理

解させることです。生徒が学んだ文法事項を使う

べき場面でそれを援用できなかったり間違えたり

することは非常によくあることです。指導におい

ては，文法形式の意味だけでなく，文法の機能を

十分熟知させなければなりません。

２点目として，上のような理解をさせた後に，

生徒の個人的あるいは知的な好奇心を刺激する例

文を豊富に与えてインプットすることが大切で

す。イメージが湧く文脈の中で多くの使用例に触

れることによって理解可能なインプットを増や

し，思考力を鍛え強化することが求められます。

学習した内容をさまざまな文脈の中で再確認させ

ながら，十分なイメージを持たせることは，文脈

のない例文を無目的に暗記させるよりはるかに効

果があるでしょう。

３点目として，十分なインプットをした後，自

らが表現したい内容について書いたり話したりす

る活動が必要です。表現するテーマをpersonal-

izeすることによって，生徒が表現したいと思っ

た意見や伝えたい体験を話したり書いたりするこ

とができます。想像力を働かせ，自分の考えを表

明できるテーマであることが肝要です。

◆『

ジーニアス」と定評

英語表現Ⅰ改訂版』の学習を

『ジーニアス総合英語』で深める

『Departure英語表現Ⅰ改訂版』では文法項目

を初版より大きく充実させました。しかし，教科

書の宿命上，それぞれの例文には簡単な解説を施

しているにすぎません。これを補うのが『ジーニ

アス総合英語』です。この参考書の最大の特徴

は，「語法の

たいかとい

う，コミ

がある『ジーニ

アス英和辞典』の方針を受け継ぐ文法のusage

の解説にあります。形式の持つ機能の記述が充実

しており，いかなる文脈で何を伝え

れます。

とを理解

す

ュニケーションの際に大切なこ

いに助けてるのを大 く

r ure t Depa
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例えば，『Departure英語表現Ⅰ改訂版』では

had betterに関して「「～しなさい，さもないと…」

という含みを持つ」という解説がありますが，『ジ

ーニアス総合英語』では，「ふつう，そうしなけれ

ば悪いことが起こるという含みがある。特に you
 

had better...は，文脈や言い方によっては「警告・

脅し」の意味になることがあるので，立場が上の人

や年上の人に使うのは避けた方がよい。下降調で発

音すると「忠告」になるが，下降上昇調で読むと

「警告・脅し」になる。「忠告」を表すには I think you
 

should...などの表現を使う方が無難である。」と詳

しく書かれています。

また，『ジーニアス総合英語』は，生徒が間違

いやすい点にも配慮が行き届いています。例え

ば，「I have more books than Tom.を × I have
 

books more than Tom.のようにしてはいけない／知

覚動詞の listen to,watchは受動態にしないのがふつ

う。」のような解説です。理解の段階では，ポイ

ントを押さえて，このような箇所を参照させ，コ

ミュニケーションへの方向付けをすることができ

ます。

◆『

んで英文を書く・話

英語表現Ⅰ改訂版』でインプッ

ト・アウトプットする

『Departure英語表現Ⅰ改訂版』は，高校生の

知的関心に訴えるテーマを各章に設け，そのテー

マに沿った例文が挙げられています。これらは，

実際にそのテーマで表現する際の例であり，内容

的に同一のカテゴリーに属する文脈の中で豊富な

インプットを与え，生産的な場面での使用を促す

ことができるのです。この教科書の指導資料類

（Teacher’s Manual，Teacher’s Book）や副教材

（『グラマーノート』２種）では文法項目の横に

『ジーニアス総合英語』の対応箇所を示すという

工夫を行って，『ジーニアス総合英語』との連係

を図っていますので，両者を比較して読ませるこ

とによって，学んだ基礎がより高度な文脈で使え

るという理解へとつなげることができ，生徒の表

現力を豊かにすることでしょう。

「総合参考書と教科書が同じ例文であれば暗唱

させやすい。」という声もあります。しかし，文

脈の伴わない同じ例文をたくさん暗唱させたとし

ても，インプットは脆弱で頭の中に強固なネット

ワークはできず，暗唱直後のテスト後しばらくす

れば記憶から抜け落ちてしまうでしょう。形式を

多様な文脈で確認し，表現したい内容で用いるこ

とこそ確かな定着のカギだと思います。

『Departure英語表現Ⅰ改訂版』では，例文で

学んだ後，形式定着のための演習があります。こ

れもすべてそのレッスンのテーマに沿った内容で

あり，その後のリスニング，リーディング活動で

も，そのレッスンの文法事項を散りばめていま

す。このように，生徒たちが同じテーマの異なっ

た文脈や使用場面での英文に接しながら，気づき

を豊かにすることを目指しています。

さらに，自己表現活動でも，そのレッスンの文

法事項を使い，そのレッスンのテーマに沿った生

徒の表現意欲を刺激するトピックを設定し，丁寧

な手順を踏

連した語彙も習得す

すというプロセス

を重視しています。

＊ ＊ ＊

『Departure英語表現Ⅰ改訂版』で学んだ文法

知識を『ジーニアス総合英語』で深めて，コミュ

ニケーションで使える文法として実感させ，それ

を糧にして『Departure英語表現Ⅰ改訂版』でさ

まざまな自己表現活動をさせてほしいと思いま

す。暗唱が必要であれば，この教科書の例文を指

定することによって，文法形式だけでなく，その

課のテーマに関

)

知的な関心を植え

ることができ

ます。生徒にとっては単純な英文ではないため負

荷が高いでしょうが，理解と

ることでしょ

う。

付

ければ，やりがいのある学習とな

か けんじ・立命館（やまお 学教大 授

ep  re artu D
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◆高大接続改革と英語教育の「革命」

高大接続改革の一環として，英語教育に「革

命」が起ころうとしています。現行高等学校学習

指導要領は，４技能の総合的な育成が改善の基本

方針でしたが，次期版では，小・中・高の一貫し

た指導を目指し，CEFR（欧州言語共通参照枠）を

踏まえ，「聞く」「読む」「話す（やり取り）」「話

す（発表）」「書く」の４技能５領域における指標

形式の目標を定めて改訂されます。また，2020年

度が初年度となる「４技能英語認定試験」の導入

は，2006年度大学入試センター試験でのリスニン

グテスト導入以降に授業でリスニング指導が取り

入れられた状況とは変化の次元が全く異なりま

す。

本来外国語教育は４技能の育成が不可欠であ

り，既にその指導を実践している教員にとって

は，今回の改革は「革命」などといった大仰なこ

とでなく，ごく自然な改善でしょうが，そうでな

い教員にとっては革命的な変化でしょう。

では，『Departure英語表現Ⅰ，Ⅱ改訂版』（以

下「DⅠ，DⅡ」）の魅力と改革への「レディネ

ス」について概観してみましょう。

◆ 得には適切な言語使特有の大きな魅力

DⅠ，DⅡでは，５領域育成の前提として「コ

ミュニケーションで使える文法」という発想で必

須の文法項目とその意味・機能やニュアンスなど

必要十分な情報を提供しています。さらに発展し

た内容の学習については，『ジーニアス英和辞典

（第５版）』や『ジーニアス総合英語』と「コラ

ボ」して，学習者が主体的により多くの発見がで

きる有機的なシステム学習が想定されています。

また，高校生の知的好奇心を刺激するテーマを

設定しています。高校生にとって身近な話題，時

事問題，科学技術分野，人文学分野，社会科学分

野，等々幅広くテーマを選択し，単なる情報の伝

達にとどまらず，問題の発見や自分の意見の発表

などのproductiveな活動に発展させています。

たとえば，「選挙権と被選挙権」（DⅡ９課）で

は，被選挙権年齢の引き下げの功罪について考え

させるタスクを設定しています。

◆５領域が学べる

して５領域をいかに

平成27年度英語力調査（文部科学省）では，

CEFRのＡ２レベルに達していない日本の高校

生の割合は，「読む」68％，「聞く」74％，「書く」

82％，「話す」89％で，４技能の総合的な育成が

求められている背景となっています。

DⅠ，DⅡは現行の学習指導要領に則した教科

書ですが，新学習指導要領が目指す４技能５領域

の観点を既に織り込んでいます。５領域の能力向

上は言語学習において不可欠であるという考え

が，編集の核となっているからです。

言語習

のExpres-

は

用が必要ですが，

English as a Foreign Languageの環境で

の

授業

での活動が重要であることは言うまでもありませ

ん。以下，DⅠ，DⅡを活用

解

学習（Get Re

育成するか，具体的に

か

析を試みましょう。

DⅠでは，文法事項 a

ら20課までの１課

dy!!およ

び１ 目ページ

e Depar r ut

 

p r a ure t e D
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sions）をベースに基礎的な英語表現能力の育成

をねらいとしています。授業はWarm-upで始ま

ります。Have a chat with your partner about ...

の指示に従って，ペアで各課のテーマに関する簡

単な「話す（やり取り）」活動を行い，スキーマ

の活性化を図ります。Expressions（各課10文）

で文法事項を確認したのち，２ページ目のGet
 

Ready to Express Yourselfお よ び Express
 

Yourselfで，その文法事項の使用場面を提供し，

基礎的なproduction活動を可能にしています。

３ページ目では，Get More Informedの Lis-

ten Upでテーマに関するダイアローグやモノロ

ーグを「聞く」活動に取り組みます。Teacher’s
 

Manual（以下TM）において「聞く」から「話

す（やり取り）」活動へつなげる指導案を具体的

に示しています。さらに，Read Upで，「読む」

から「話す（やり取り）」活動の機会が提供され

ています。また，４ページ目はWrite on Your
 

Ownで50語～100語程度の１パラグラフの英文を

「書く」活動からSpeak Upの「話す（やり取

り）」活動へと有機的に展開されています。

DⅡのPart 1（各課２ページ），Part 2（各課４

ページ）では，１ページ目の「聞く」活動である

Warm Upでスキーマの活性化を行い，DⅠで育

成された文法事項の知識を文構造や機能の切り口

で再構築し（Part 1：Structures，Part 2：Func-

tions），Ways to Express Itでコミュニケーショ

ン方略のひとつである「言い換え」の訓練を行い

ます。それらの活動を通して，「書く」「話す」活

動の土台づくりを意図しています。２ページ目の

Practiceで，既習の文構造，機能，言い換え方

略の演習を行います。Challengeで，「読む」か

ら「話す（やり取り）」活動へと自然な言語使用

を促しています。

Part 2では，３ページ目のListen and Think

で「聞く」活動を学び，DⅠ同様，「聞く」から

「話す（やり取り）」活動につなげる具体的な指導

案をTM で示しています。Keynote Passage,

Outlining，さらに４ページ目のGet Ready to
 

Writeでは，「読む」活動に基づいて「書く」表

現活動へ発展する手順を丁寧に示しています。

DⅠ，DⅡとも，「読む」活動を通して，コミ

ュニケーションに大切なcohesionや coherency

に着目するよう工夫されており，「読む」から自

分で「書く」活動であるWrite on Your Ownへ

と言語使用の自然なつながりを工夫しています。

Write a Paragraph（DⅠ）やKeynote Passage

（DⅡPart 2）に示された英文は「読む」テキス

トと同時に，「書く」文章のモデル文となってお

り，英語が苦手な学習者に対しても取り組みやす

いよう十分な配慮がなされています。

基礎的な言語学習に基づいて，DⅡのPart 3

～5では，さらに発展的な「話す（やり取り）（発

表）」活動が指導できるように編成されています。

Part 3ではブレーンストーミングでアイデアを

創出し，マッピングを行った上で，意見のアウト

ラインを考え，１つまたは複数のパラグラフを

「書く」活動へつなげます。続くPart 4ではPart
 

3で学習した長めのパラグラフ・ライティングの

スキルを基に，Show&Tell，Speech，Presen-

tationといった「話す（発表）」活動を学びます。

つぎに，Part 5で高度な「話す（やり取り）」活動

で あ る Mini-Debate in Teams of Four，

Debate，Panel Discussionを実際に体験します。

Part 3～5のいずれにおいても，「話す」活動の

準備作業として示された「書く」プロセスの学習

は，学習者に対する「足場かけ（scaffolding）」

となっています。さらにExampleやModel文の

提示は，「読む」活動であるとともに，「書く」活

動に対する学習者へのヒントを提供しています。

以上のように，Departureは，高校生自らの発

展学習を可能にし，知的好奇心を刺激し，言語習

得で必要な５領域を有機的に学習できる構成で，

将来の「革命」に向けて“Get set!Go!”を志す

皆さんを応援する教科書です。

（よしだ けんぞう・神戸大学特命准教授)

G .C .D .英語通信No.6 1 (Apr.2 0 1 8 ) 19



2020年度より実施される大学入学共通テスト

（以下，新テスト）に向け，民間検定試験の応募・

検討などの準備が始まりました。

新テストでは４技能を評価する上に，「知識・

技能」だけでなく，「思考力・判断力・表現力」

が重視されるため，インプットはもとより，アウ

トプットする力もしっかりとつける必要がありま

す。

Departure English Expression II Revisedの準

拠問題集である『ライティング・サポート・ノー

ト』は，新テストに備えて，表現する力が確実に

つくよう設計されています。その内容をかんたん

にご紹介します。

◆ Part 1の構成

『ライティング・サポート・ノート』は教科書

のPart 1と Part 2に対応しています。Part 1は

各レッスン２ページ構成で（Standard編），１ペ

ージ目では教科書の例文を使って文法事項と表現

の確認を行います。２ページ目では，選択・穴埋

め・整序問題やかんたんな英作文でそのレッスン

の文法事項の定着を図ります。また，３～５レッ

スンごとにまとめの演習問題（Advanced編）を

４ページご用意し，過去の大学入試問題を取り上

げています。

Part 1では，単文の組み立てがしっかりとで

きるようになることを目指します。

◆ Part 2の構成

続くPart 2では，文構成に留意して，論理的

なパラグラフで自己表現ができるようになること

を目標としており，各レッスン，４ページ構成に

なっています。

１，２ページ目のStandard編では，Part 1と

同様に，教科書の例文を使って文法事項と表現を

押さえ，整序問題や誤文訂正問題，英作文で定着

させます。３，４ページ目のAdvanced編では，

教科書の例文の言い換えを行います。直訳しよう

と思うと難しい日本語表現でも，言い回しを工夫

することで既知の語彙でも表現できることを学び

ます。演習問題には過去の大学入試問題も入れて

いるので，受験対策にもなります。

◆全体のねらい

Part 1，2ともに，英語で表現するには難解に

思えることでも，持っている語彙の範囲で表現で

きるスキル，「言い換え」（paraphrasing）の方略

能力を習得し，speakingやwritingといったア

ウトプット活動の基礎を構築することを最終目標

としています。そのための手助けとして，設問に

よって，構造・表現・語彙を考える上でのヒント

を示しています。中には100語以上書かせる設問

もあり，負荷が大きいようにも思えますが，別冊

の「解答・解説」で考え方や注意点をていねいに

解説しているので，それを踏まえた上で取り組む

という方法も考えられるでしょう。

『ライティング・サポート・ノート』で表現し

たい内容を適切な語彙と文構造で表現できる力を

構築し，「英語で表現すること」に自信をつけさ

せましょう。
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◆『ジーニアス総合英語』の基本方針

英文法を学ぶのは，文法問題を解くためという

こともあるにせよ，英語でコミュニケーションを

とるのにその知識が必要だからでしょう。「英語

表現」の授業で教えられる英文法は，当然そのよ

うな，コミュニケーションにつながるものである

はずです。副教材『ジーニアス総合英語』も同じ

考え方に基づいて編集されました。

例えば，山岡憲史先生が本誌p.17で紹介され

ているように，had betterには「忠告」の意味で

あることを示すだけでなく，「警告・脅し」の意

味になることがあると注意を促し（ここまでなら

他書の多くにも載っています），だから「I  think
 

you should ... などの表現を使う方が無難」とい

うところまで説明しています。また，分詞構文に

ついては，その形と意味の説明に一定の紙幅は割

いたあと，さらにコミュニケーションの観点か

ら，意味は文脈で決まるため「書く時には使わな

い方がよいが，読む時には文脈をよく読み取って

解釈することが大切」とアドバイスしています。

『ジーニアス総合英語』はこのように，各文法

事項について一通りの説明はしていますが，その

説明の量にはメリハリをつけていたり，使用上の

注意書きを添えていたりします。ともすれば「カ

タログ」的になりがちな英文法書に（文法事項を

使うための）「マニュアル」的な要素を盛り込ん

でいるとでも言えばよいでしょうか。生徒に「コ

ミュニケーションのための英文法」を身につけさ

せたいとお考えの先生にぜひ手にとっていただき

たいと考えています。

◆講義動画などの付属教材が自習をアシスト

限られた授業時間で英文法を教えたうえでライ

ティングなども指導するのは困難であるとの声を

よく聞きます。生徒の自習を前提に授業を組み立

てている先生もおられるのではないでしょうか。

しかし，例えば総合英語の何ページから何ページ

までを家で読んでくるようにといった指示は，特

に未習事項の予習の場合，生徒にとって小さくな

い負担となる可能性があると思われます。

『ジーニアス総合英語』は自習のための強力な

アシスト役として講義動画を用意しています（購

入特典）。各文法事項のエッセンスをとてもわか

りやすく解説した講義は，予習や基本事項のおさ

らいに最適です。講師は代々木ゼミナールのベテ

ラン講師の福崎伍郎先生。代々木ゼミナールのス

タジオで撮り下ろした本格的な講義動画となって

います。動画１本は５～10分程度と短いので（各

章の時間はトータルで二十数分），空き時間にスマ

ートフォンで気軽に視聴することも，繰り返し何

度も視聴することも可能です。

自習といえば，例文の暗記を課題としておられ

る先生も多いのではないかと思います。『ジーニ

アス総合英語』の暗唱例文集は携帯しやすい新書

サイズです。また，フラッシュカードも用意して

あり，記憶や確認に活用することができます。

このように，『ジーニアス総合英語』は付属教

材により生徒が自学自習しやすくなっていること

も，特長のひとつです。詳しくは下記特設サイト

をご覧いただければと思います。

https://www.taishukan.co.jp/gsogo media/
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がる英文法を教えるため

「英語表現」の副教材には『ジーニアス総合英語』
――コミュニケーションにつな

編集部
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【Genius English Communication】

学習ノート
B5判・112頁＋別冊解答32頁
本体620円

教授用指導資料（３分冊＋CD-ROM ２枚）
Teacher’s Manual, Teacher’s Book（分売可：本体5,000
円），情報資料・活動ワークシート集，指導用CD-ROM，
授業用パワーポイントスライド集／本体30,000円

［コⅠ 338］

ワークブック・アドバンスト
B5判・88頁＋音声CD＋別冊解答40頁
本体700円

指導用音声CD（７枚組＋スクリプトブック）
内容：Lesson本文（ナチュラルスピード，スラッシュリ
ーディング），新語，サマリー例，Read On!本文，ほか
本体15,000円

生徒用音声CD（２枚組）
内容：Lesson本文ナチュラルスピー
ド，Lesson新出単語／本体1,000円

CoNETS 版 指導者用デジタル教科書
（Windows デスクトップ版，DVD-ROM １枚）
本体50,000円

学習ノート
B5判・112頁＋別冊解答32頁
本体620円

教授用指導資料（３分冊＋CD-ROM ２枚）
Teacher’s Manual, Teacher’s Book（分売可：本体5,000
円），情報資料・活動ワークシート集，指導用CD-ROM，
授業用パワーポイントスライド集／本体32,000円

［コⅡ 336］

ワークブック・アドバンスト
B5判・88頁＋音声CD＋別冊解答40頁
本体700円

指導用音声CD（８枚組＋スクリプトブック）
内容：Lesson本文（ナチュラルスピード，スラッシュリ
ーディング），新語，サマリー例，Read On!本文，ほか
本体17,000円

生徒用音声CD（２枚組）
内容：Lesson本文ナチュラルスピー
ド，Lesson新出単語／本体1,000円

CoNETS 版 指導者用デジタル教科書
（Windows デスクトップ版，DVD-ROM １枚）
本体55,000円

ワークブック
B5判・104頁＋別冊解答24頁［予定］
本体予価700円

教授用指導資料（３分冊＋CD-ROM ３枚［予定］）
Teacher’s Manual，Teacher’s Book（分売可），情報資料
集，指導用CD-ROM，授業用パワーポイントスライド集

［コⅢ 333］

生徒用音声CD（２枚組［予定］）
内容：Lesson本文ナチュラルスピー
ド，Lesson新出単語
本体予価1,000円

指導用音声CD（７枚組＋スクリプトブック［予定］）
内容［予定］：Lesson本文（ナチュラルスピード，スラッ
シュリーディング），新語，Read On!本文，ほか

【Compass English Communication】

学習ノート
B5判・112頁＋別冊解答32頁
本体700円

教授用指導資料（３分冊＋CD-ROM／DVD）
Teacher’s Manual，Teacher’s Book（分売可：本体5,000
円），情報資料集，指導用CD-ROM，指導用デジタル教材
集DVD／本体30,000円

［コⅠ 337］

生徒用音声CD（２枚組）
本体1,000円

指導用音声CD（５枚組＋スクリプトブック）
内容：本文（ナチュラル／スロー，スラッシュリーディン
グ），新語，リスニング問題，英文サマリー／本体15,000円

学習ノート
B5判・104頁＋別冊解答32頁
本体700円

教授用指導資料（３分冊＋CD-ROM／DVD）
Teacher’s Manual，Teacher’s Book（分売可：本体5,000
円），情報資料集，指導用CD-ROM，指導用デジタル教材
集DVD／本体32,000円

［コⅡ 335］

生徒用音声CD（２枚組）
本体1,000円

指導用音声CD（７枚組＋スクリプトブック）
内容：本文（ナチュラル／スロー，スラッシュリーディン
グ），新語，リスニング問題，英文サマリー／本体17,000円

学習ノート
B5判・100頁＋別冊解答32頁［予定］
本体予価700円

教授用指導資料（３分冊＋CD-ROM／DVD［予定］）
Teacher’s Manual，Teacher’s Book（分売可），情報資料
集，指導用CD-ROM，指導用デジタル教材集DVD

［コⅢ 332］

生徒用音声CD（２枚組［予定］）
本体予価1,000円

指導用音声CD（７枚組＋スクリプトブック［予定］）
内容［予定］：本文（ナチュラル／スロー，スラッシュリ
ーディング），新語，リスニング問題，英文サマリー
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【Departure English Expression】

［英Ⅰ 327］

グラマーノート・スタンダード
B5判・84頁＋別冊解答56頁
本体620円

グラマーノート・ベーシック
B5判・80頁＋別冊解答48頁
本体620円

生徒用音声CD（１枚）
本体1,000円

教授用指導資料（３分冊＋CD-ROM ２枚＋DVD）
Teacher’s Manual，Teacher’s Book（分売可：本体5,000
円），教科書ワークシート，指導用CD-ROM，指導用デジ
タル教材集DVD，大修館 英語テストエディター CD-ROM
本体32,000円

指導用音声CD（６枚組＋スクリプトブック）
内容：本文（ナチュラルスピード，スロースピード），リ
スニング問題，ほか
本体15,000円

ライティング・サポート・ノート
B5判・104頁＋別冊解答72頁
本体700円

教授用指導資料（３分冊＋CD-ROM ２枚）
Teacher’s Manual，Teacher’s Book（分売可：本体5,000
円），教科書活動用シート，指導用CD-ROM，指導用デジタ
ル教材集CD-ROM
本体32,000円

［英Ⅱ 321］

生徒用音声CD（１枚）
本体1,000円

指導用音声CD（６枚組＋スクリプトブック）
内容：本文（ナチュラルスピード，スロースピード），リ
スニング問題，ほか
本体17,000円

★新時代の総合英語参考書『ジーニアス総合英語』

大修館書店から新しく誕生した総合英語の決定版『ジーニアス総合英語』は，『ジーニアス英和辞典

第５版』，Departure English Expressionシリーズと連携させれば，さらに充実した学習が可能にな

ります。

★充実した指導用資料と教材で，英語学習を強力サポート
・大修館英語テストエディター…モデル文の定着を図る自動問題作成用ソフト。
・暗唱例文集…モデル文暗唱用の小冊子。

＊『ジーニアス総合英語』特設サイト（https://www.taishukan.co.jp/g sog o media/）から以下の特典が
ご利用いただけます。

・講義動画…代々木ゼミナール講師の福崎伍郎先生による講義動画。
・音声ダウンロード…モデル文の音声。
・モデル文フラッシュカード…モデル文のフラッシュカード。

◎編集主幹 中邑光男（関西大学教授・『ジーニアス英和辞典』編集委員）

山岡憲史（立命館大学教授・Departure English Expression編集委員代表）

柏野健次（大阪樟蔭女子大学名誉教授・『ジーニアス英和辞典』編集委員［語法］）

◎編集委員 加藤治之／富永 幸／福崎伍郎／𠮷田健三／北野マグダ・レーナ／ほか１名

◎英文校閲 Lance Eccles（『ジーニアス英和辞典』英文校閲者）
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■大修館書店 新刊ピックアップ
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「わかる」「使える」英文法，適任

者による再構築の試み

何事も効率化を図るには「選択

と集中」が肝要だ。英語を話した

り書いたりする力を効率的に身に

つけるには，発信の即戦力となる

文法事項を精選し，その習熟に時

間をかける必要がある。この観点

から英文法のなかで重点的に教え

るべき項目を提案する試みが本書

である。

本編は10個の章から成る。時

制，助動詞，受動態，仮定法，不

定詞，-ing形と-ed形，分詞構

文，関係詞，接続詞，比較の順に

１章ずつ充当し，それぞれの章で

会話や作文での使用頻度の高い文

法事項を取り上げる。

取り上げられている重点事項の

仕分けは，主に過去のセンター試

験の分析結果に基づいて行った。

これは「競争的試験として他に類

を見ない特殊性・公開の下に行わ

れている」と作成部会の述べるセ

ンター試験において，「出題例が

ほとんど（または全く）ない文法

知識は，学ぶ価値が低い」（p.ⅳ）

との考えによるものだ。

仕分けの一例を挙げよう。had
 

it not been forという表現があ

る。これはセンター試験での出題

回数も僅少，会話や作文では

withoutで代用すればよく，会話

ラウンド制指導の本質を考える

この書籍は，横浜市立南高等学

校附属中学校で編み出された英語

指導システム，５ラウンドシステ

ムの英語授業の実践及びその効果

をまとめたものである。

この書籍の書評を書くにあたっ

て，ラウンド制という指導法は何

かということをまず定義しておき

たい。教科書を繰り返し活用する

ために，まず多様な listening，

reading活動を通じて内容理解活

動を行い，音読練習を通じて英語

の内在化を促進し，教科書教材の

output活動（この実践ではリテリ

ング）を基盤にして，speaking，

writing活動を行う。この一連の

活動を通して，生徒の英語で表現

する能力を高めることを目指す指

導法である。つまり教科書を使っ

て，４技能を統合して教える指導

法といえる。この指導法はまさに

今，日本の中・高の英語指導で求

められるものである。

編者の金谷氏は，この５ラウン

ドシステムにおける「スパイラル

な」指導，漆塗りの教授方法を真

っ向からとらえて実践している点

と，個人ではなく，学校単位で実

施している点を高く評価してい

る。試行錯誤の連続の中で作り上

げられたシステムであるが，本書

にも何度も述べられているよう

や作文の学習における優先度は低

い。そう判断するといった具合で

ある。かくしてアウトプットの観

点から覚える価値の高い文法知識

が選定され，各章に配置された。

各章は「導入→頻度分析の結果

の提示→解説→まとめ」の流れで

進む。

解説の項では品詞を基盤とする

伝統文法の枠組みを用い，その概

念・用語に立脚しつつ，談話文法

（情報構造の原則など），機能文法

（依頼表現など），認知文法（toの

コアイメージなど）といった現代

言語学の知見を随時援用すること

でわかり易さを追求。主要辞書の

語法注記や英語母語話者へのアン

ケート調査結果も適宜参照し，正

確で実用的なコメントを付す。

本編には付録が２つ添えられて

いる。【付録１】が教室外での学

習方法について述べているのは親

切だ。「聞く力」「話す力」の養成

には教室での指導を家庭学習で補

完させることが特に重要だからで

ある。また，【付録２】が俎上に

載せる大学入試における悪問は，

心ある作問者にとって最良の反面

教師となるだろう。

佐藤氏は『話すためのやさしい

英文法』や『英作文のためのやさ

しい英文法』等のほか，『アトラ

ス総合英語』『試験に出る「英語

の語法・文法」大全』という著書

ももつ。英語の実用面にも入試面

にも明るい著者の発想と記述が随

所に光る本書を読めば，英語教育

に携わる者は会話や作文の指導に

指針と自信を得られるはずだ。す

べての英語教師（とその卵）に勧

めたい一書である。

(いしざき よういち・東京都立日比谷

高等学校主任教諭・上智大学講師)

英文法、何を重点的に
教えるか
大学入試分析を授業に活かす

佐藤誠司 著

四六判・320頁

本体2,300円＋税

［評者］

石﨑陽一

英語運用力が伸びる

５ラウンドシステムの
英語授業

金谷 憲 監修・著

A5判・200頁

本体1,900円＋税

［評者］

杉本義美
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に，第二言語習得の認知プロセス

を基盤に置き，生徒の授業での反

応・様子や，英語学習へ向かう態

度に合わせて，このシステムが開

発されたことがとても素晴らし

い。

評者たちも４技能を統合化する

ラウンド制に基づく教科書の活用

を現場に提唱している。だが，一

番の問題は，その学校現場で，生

徒の状況や英語の習熟レベルに合

わせて，教科書の教材をどう扱う

のか（教材の改編も含む）であ

る。指導する教員の資質が大きく

問われるのである。だからこそ，

１人の教員ではなく，英語科教員

全員が協力して，ラウンド制に取

り組むことを常に提案している。

このシステムは，教科書を年間

通じて４～５回取り扱うので，ど

の学校でも実施できるとは言い難

い。だが，本書の最後に他校の例

で工夫されている例（２単元ごと

のラウンド制）も紹介されており，

英語教員には大いに参考になる。

ラウンド制の詳細な内容も素晴

らしいが，何よりも授業の最初の

15分間に行う継続した言語活動の

取組とそこでの small talkによ

るインタラクションが非常に効果

的である。期間をおいて４～５回

教科書教材を扱うインターバル学

習と様々な表現を取り扱う15分間

のスパイラルな活動がうまく連動

しているという印象を受ける。

outputにおける正確さや，文

法に関する定着が心配ということ

が本書で触れられているが，out-

put時における言語活動の工夫，

例えば dictoglossや summary
 

writingも取り入れれば，解消さ

れる可能性があろう。

(すぎもと よしみ・

京都外国語大学教授)

より良い英語教師として

働き続けるための実践知

本書は新人教員のＡとＢが抱え

る悩みに阿野・太田・萩原・増渕

各先生が助言を与える対談形式

だ。扱う「悩み」は「授業につい

て」「人間関係について」「教師と

しての自信について」の３つに大

別できる。「授業について」のア

ドバイスは，非常に細かなものか

ら授業全体をどう構成していくか

についてまで多岐にわたる。例え

ば第10章「入試対策」では，単調

になりがちな問題演習に動きをつ

けて活動に結びつける技法を紹介

する。「リード＆アンダーライン」

と名付けられた手法は図説付きで

丁寧に説明されている。次回の授

業ですぐに試せるよう工夫されて

いるのだ。第８章「バランスよく

授業に取り入れたい言語活動」で

は，講義型の授業から脱却できな

い新人Ｂの悩みから，「活動を中

心に授業をどう組み立てるか」を

扱う。本章ではリテリング中心の

授業デザイン構築方法が紹介され

ているが，「授業のbackwardデ

ザイン」という考え方は，あらゆ

る活動中心授業の構成を考える際

に役立つ。さらに「活動あって学

びなし」の状態に陥らないために

教師が留意すべき点まで言及され

ており，実践的である。教育現場

をよく知る先生方によって書かれ

たからこそ，現場で役立つ細かな

工夫にまで手が届いている。

生徒や同僚との「人間関係につ

いて」の悩みを扱う章もある。第

５章「１学期を振り返る視点」で

は，授業が成立しない際の生徒と

の関係構築の方法を扱う。その際

に萩原先生が実際に用いたワーク

シートも掲載されており，問題解

決のためにとるべき行動が明確に

示される。また第６章「夏休み明

けのスタートでひと工夫」等で

は，同僚教員との指導方針の刷り

合わせについて書かれている。英

語科教員の間では指導法の対立が

珍しくなく，この問題は深刻だ。

これを認識する著者の先生方は，

賢く折り合いをつける方法を随所

で教える。

「教師としての自信について」

の悩みを扱う場合，著者たちはと

ても優しく励ましてくれる。コラ

ム「Coffee Break」は，温かい

応援の言葉で溢れている。「悩む

自分を先生方が支えてくれてい

る」と感じられ，辛い時にも「も

う少し頑張ってみよう」と思わさ

れる。また時に失敗談を織り交

ぜ，教師を長く続けていくための

姿勢を伝える。これを読むと少し

気が楽になり，「教師としてやっ

ていけるかも」と思うことができ

るのではないか。

以上の通り，本書には経験豊富

な先生方が現場で獲得してきた

「実践知」が凝縮されている。若

手の悩みが経験不足に起因すると

考えるならば，この「実践知」こ

そがまさに処方箋となりうる。よ

って本書は，悩みを抱える全ての

若手英語科教員の必携書である。

(しらい たつま・

横浜女学院中学校高等学校英語科主任)

若手英語教師のための
お悩み解決 BOOK

阿野幸一・太田 洋・萩原一郎・

増渕素子 著

A5判・176頁

本体1,500円＋税

［評者］

白井龍馬

■大修館書店 新刊ピックアップ
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営 業 便 り

▶昨年，満を持して小社副教材『ジーニアス

総合英語』が産声を上げました。宣伝にあた

り，久々に自身の英語体験を思い返してみま

した。私は大学１年生の時に短期間ではあり

ますがアメリカに留学した経験があります。

生まれ育った茨城県を初めて飛び出し，異なる言語や文化

の壁にぶつかるたびに心が何度も折れましたが，自身がこ

れまでいかに狭い世界で生きてきたかを思い知る衝撃的な

経験となりました。▶「The greatest teacher,failure is.

（失敗は最大の師である）」――スターウォーズに出てくる

マスター・ヨーダの言葉です。入社４年目となる今春，私

にもとうとう後輩社員ができます。喜びとともに日々焦り

を感じておりますが，これからは自分のことだけでなく，

「経験」を次に繫ぐことを意識しながら，今まで以上に業

務に取り組みたい考えです。▶大修館書店は今年で創立百

周年を迎えます。弊社がここまで歩んで来ることができま

したのも，ひとえに全国の先生方のお力添えの賜物と心よ

り感謝しております。今後とも引き続きご指導ご鞭撻を賜

りますよう，何卒宜しくお願い申し上げます。

(東京支店 寺門由花)

編 集 後 記

▶度重なる嵐が見事に春を引き寄せた年度末，「コミュニ

ケーション英語Ⅲ」改訂版のご採用見本が完成し，改訂版

教科書３学年分が出揃います。真新しい教科書はそれだけ

でわくわくするもの。全国の教室にお届けできる日が楽し

みです。３年生では特に，高校英語の総仕上げとして，卒

業後の進路や将来の社会状況を見据えた学びが求められる

かと思います。１人ひとりの生徒さんにとって英語が世界

への窓であり続けるようにと願いを込めて作られた教科書

を，ぜひお手に取っていただけますと幸いです。▶小学校

英語や大学入試改革などの動きが具体化し，高校の新学習

指導要領も発表されたこの時期，英語教育の今後に思いを

馳せずにはいられません。制度の変更に右往左往するので

はなく，それが学び手にどんな変化をもたらすのか，そし

て彼らがどんな社会を新たに創造していくのかを，希望を

もって見つめていきたいと思います。 （卯)

第61号

2018年４月１日発行

(年２回発行)

お知らせ

小社英語教科書についてのご質問，ご感想などを小誌

編集部宛にお寄せください。「G.C.D.教科書Question
 

Box」で随時ご紹介・ご回答してまいります。

また，小社教科書を使った授業の紹介などのご投稿

（郵送のみ）をお待ちしております。（採否のご連絡は致

しておりません。また，原稿はお返ししません。）

なお，小社ホームページには小社教科書の内容をご案

内しているサイトがございます。ここでは，英語の先生

方に役立つ様々な情報も提供しております。

https://www.taishukan.co.jp/gcdroom/

◆高校入学から卒業まで使える 基礎からわかる英和辞典

ベーシックジーニアス英和辞典 第２版

原川博善・畠山利一＝編集主幹

（B6変型判・1888頁・上製・函入・本体2,700円＋税）

◆「ジーニアス」から生まれた総合英語の決定版

ジーニアス総合英語

中邑光男・山岡憲史・柏野健次＝編集主幹

（A5判・656頁・本体1,500円＋税）

◆英単語をイメージでとらえる「一語一絵」の辞典

［図解］英単語イメージ辞典

政村秀實＝著 Paulus Pimomo＝英文校閲

（B6判・738頁・本体3,200円＋税）

◆英語の知識を“広げる”“深める”情報が満載

社会人のための英語の世界ハンドブック

酒井志延・朝尾幸次郎・小林めぐみ＝編

（B5判・196頁・本体2,200円＋税）

◆あの「小さな家」の物語は、ここから始まった――

大草原のローラ物語

――パイオニア・ガール［解説・注釈つき］

ローラ・インガルス・ワイルダー＝著 パメラ・スミ

ス・ヒル＝解説・注釈 谷口由美子＝訳

（B5変型判・442頁・本体5,800円＋税）

大修館書店の本
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